
別紙２

計画の名称：３２　地域交通の円滑化と安全・安心なまちづくり（防災・安全）
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⑤円滑な事業執行の環境

１）計画の内容に関し、地元に対する事前説明が行われている

１）目標に対して十分な効果を得られる事業で構成されている

２）ハードとソフトの連携が図られている

Ⅲ．計画の実現可能性

④計画の具体性

１）ハード整備の必要性が整理されている

２）ソフト施策の目的が明確である

Ⅱ．計画の効果･効率性

②目標と事業内容の整合性

１）目標と指標・数値目標の整合性がある

２）指標・数値目標と事業内容の整合性がある

３）指標・数値目標が市民にとって分りやすいものになっている

③事業の効果

社会資本整備総合交付金チェックシート

市町村名：
鹿角市、小坂町、北秋田市、上小阿
仁村、能代市、藤里町、三種町、八峰
町、潟上市、五城目町、八郎潟町、井
川町、大潟村、由利本荘市、にかほ
市、湯沢市、羽後町

Ⅰ．目標の妥当性

①基本方針・上位計画等との適合

１）計画の目標が当該市町村の上位計画と適合している。



社会資本総合整備計画の名称：
３２ 地域交通の円滑化と安全・安心なまちづくり（防災・安全）

社会資本総合整備計画
（秋田県）



32 地域交通の円滑化と安全・安心なまちづくり（防災・安全）

平成26年度　～　平成30年度　(5年間)

市町村道の要補修箇所の修繕率（5年間）を０％（H26）から１００％（H30）に向上させる。

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

32-A1801 道路 一般 にかほ市 直接 にかほ市 (1)平沢小出2号線 歩道拡幅　L=3.0km にかほ市 440

32-A1802 道路 一般 にかほ市 直接 にかほ市 (1)前川象潟2号線ほか ﾊﾞｲﾊﾟｽ　L=3.0km にかほ市 100

32-A1803 道路 雪寒 にかほ市 直接 にかほ市 除雪機械購入事業 除雪機械  5台 にかほ市 100

32-A1804 道路 雪寒 にかほ市 直接 にかほ市 (1)大森水岡線ほか 防雪柵 L=0.1km にかほ市 11

32-A1805 道路 一般 にかほ市 直接 にかほ市 (1)小砂川本線ほか 舗装補修　L=6.0km にかほ市 217

32-A1806 道路 一般 にかほ市 直接 にかほ市 (2)武道島線ほか 冠水対策　L=0.2km にかほ市 40

32-A1807 道路 一般 にかほ市 直接 にかほ市 (1)海岸線ほか 橋梁補修　N=10橋 にかほ市 719 ○

32-A1808 道路 一般 にかほ市 直接 にかほ市 (1)役場1号線ほか 道路補修 L=0.4km にかほ市 85

32-A1809 道路 一般 にかほ市 直接 にかほ市 道路施設点検 道路施設点検 にかほ市 97

32-A1810 道路 一般 にかほ市 直接 にかほ市 (他)大砂川本線 局部改良　L=0.1km にかほ市 20

32-A1811 道路 一般 にかほ市 直接 にかほ市 象潟前川線ほか 車両用防護柵設置　L=2.0km にかほ市 40

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

事業者

安全・安心なまちづくりのため、地域道路の防災・安全機能の強化を図るとともに、既存道路ストックの有効活用と適切な修繕により、長期にわたる通行の安全確保を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

別紙５－１

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

計画の目標

鹿角市、小坂町、北秋田市、上小阿仁村、能代市、藤里町、三種町、八峰町、潟上市、五城目町、八郎潟町、井川町、大潟村、由利本荘市、にかほ市、湯沢市、羽後町

平成29年3月22日

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

交付対象事業

H30（末）H28（末）（H26当初)

（修繕率）＝（修繕済み箇所数）／（修繕が必要な箇所数）×100（％）

・（由利本荘市定住自立圏共生ﾋﾞｼﾞｮﾝ）に基づ
き実施される要素事業：A1701～A1730

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
22,971百万円 Ａ 24,117百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ 0百万円

必要な修繕箇所（5年間）を抽出し、各年ごとに実施する橋梁を累計し百分率で表す。

50% 100%0%

Ｄ 百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。
※　平成２８年度は、決算額が確定でき次第記載。

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0% 0.700%

不用額
（h = c+d-e-f）

0.000 0.000 0.000

うち未契約繰越額
（g）

0.000 0.000 1.092

翌年度繰越額
（f）

53.837 74.130 67.320

支払済額
（e）

107.520 115.067 89.850

前年度からの繰越額
（d）

0.000 53.837 74.130

交付額
（c=a+b）

161.357 135.360 83.040

計画別流用
増△減額
（b）

0.000 0.000 0.000

配分額
（a）

161.357 135.360 83.040

H26 H27 H28 H29 H30



参考図面（社会資本整備総合交付金）

計画の名称 32 地域交通の円滑化と安全・安心なまちづくり（防災・安全）

計画の期間 平成26年度　～　平成30年度　（５カ年） 交付対象

別紙５－１

鹿角市、小坂町、北秋田市、上小阿仁村、能代市、藤里町、三種町、八峰町、潟上市、五城目町、八郎潟町、井川町、大潟村、由利本荘市、にかほ市、湯沢市、羽後町

高規格幹線道路

直轄国道

県管理国道

主要地方道

一般県道

凡例

高速道路ＩＣ

32‐A1201
～

32‐A1213
計13要素

32‐A1501
32‐A1502
32‐A1503
32‐A1504
32‐A1505
32‐A1506
32‐A1507
32‐A1508
32‐A1510
32‐A1511

32‐A1701
～

32‐A1737
計37要素

32‐A0701
32‐A0704
32‐A0705

32‐A0801
32‐A0802
32‐A0803
32‐A0804
32‐A0806
32‐A0807

32‐A1401
32‐A1402
32‐A1403
32‐A1404
32‐A1405
32‐A1406
32‐A1407
32‐A1408
32‐A1409
32‐A1410
32‐A1411

32‐A1601
32‐A1603

32‐A1801
～

32‐A1811
計11要素

32‐A2301
～
32‐A2314
計14要素

32‐A2401
32‐A2402
32‐A2403
32‐A2405
32‐A2406

32‐A0101
32‐A0102
32‐A0103
32‐A0104

32‐A0201
32‐A0202
32‐A0203
32‐A0204
32‐A0205

32‐A0501
32‐A0502

32‐A0601
32‐A0602
32‐A0603
32‐A0604
32‐A0605
32‐A0606
32‐A0607
32‐A0608

32‐A1301
32‐A1302
32‐A1303
32‐A1304
32‐A1305

32‐A0901
32‐A0902
32‐A0903
32‐A0905
32‐A0906
32‐A0907
32‐A0908
32‐A0909
32‐A0910
32‐A0911
32‐A0912

32‐A0401
32‐A0402
32‐A0403
32‐A0404
32‐A0405
32‐A0406
32‐A0407
32‐A0408
32‐A0409
32‐A0410
32‐A0411
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